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  議事調査係主査  武 田  隆 洋 
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  新庁舎整備事業について 

〔報告、質疑〕 
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６ 傍聴者 

 

  ９人 

 

７ その他 
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  午後１時29分開会 

   

中村直人委員長 

ただいまから、本日の総務文教常任委員会を開会いたします。 

 

∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽ 

 

  新庁舎整備事業について 

          

中村直人委員長 

本日の日程につきましては、御手元に配付いたしておりますように新庁舎について、今日

までの経緯も含めて報告をお願いをしたいというふうに思っております。よろしくお願い申

し上げます。 

それでは、新庁舎について報告をお願いいたします。 

萩原有高建設部次長兼建設課参事兼総務部次長兼庁舎建設課参事 

それでは私のほうから、今回、設計図書について、見直した項目について述べさせていた

だきます。 

まず最初に、建築工事、電気設備工事、機械設備工事共通の項目がありますが、それぞれ

の工事に対し、佐賀県の導入単価、建設部からなどの月単位で発行してる刊行物単価、再度

徴収した見積り単価を使い、最新の単価で修正を行っています。 

本館についてですが、本体の主たる構造をプレキャスト鉄筋コンクリート造として工場で

製作としていた柱、はりの部分を、従来の現場打ちの鉄筋コンクリート造としています。こ

のことにより、一般的な従来の工法に見直したところでございます。 

この変更には多くの時間を要してまして、仮設足場計画、クレーンなどの楊重計画の見直

し、構造図や収まり詳細図の追加修正、それに伴う数量積算単価などの追加作業を行ってい

ます。 

それ以外の見直しについてですが、最新単価の反映や見積りの取り直しに伴う価格の変動

を受けまして、機能、性能に関わらない部分の細かな仕様の見直しを行っております。 

例を申しますと、建物の外装、内装、照明機器、空調機器といった一部の仕様を見直して

いるところでございます。 

主な見直し項目については、以上となります。 

古澤哲也総務部次長兼庁舎建設課長 
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それでは、次にスケジュールでございます。 

令和２年12月まで設計見直し作業を行っておりまして、令和３年度の第２四半期ごろの工

事着手を目指しまして発注準備等を行っていきたいと考えているところでございます。 

新庁舎建設工事につきましては、令和３年度と令和４年度の２か年の計画でございます。 

新庁舎建設工事完了後に旧庁舎から新庁舎への移転を行いまして、その後に本館棟の供用

開始を予定しているところでございます。 

新庁舎への移転が完了いたしましたら、旧庁舎等の解体工事、それに外構工事を令和４年

度から令和６年度にかけて行っていきたいと考えているところでございます。 

全体の供用開始につきましては、令和７年度を予定しているところでございます。 

新庁舎建設工事等の予算につきましては、継続費を令和２年度、令和３年度で設定してお

りますけれども、事業期間の変更に伴いまして継続費の補正も必要でございますので、次の

市議会定例会で御審議をお願いしたいと考えているところでございます。 

次に、事業費についてでございます。 

事業費につきましては、変更はございません。 

新庁舎建設費といたしましては約52.9億円、外構・解体費といたしまして約7.8億円、設計

費等といたしまして約5.2億円、合計の65.9億円でございます。 

次に、財源計画についてでございます。 

財源につきましては、公共施設等適正管理推進事業債が約43.4億円の見込みでございまし

て、国におきまして起債対象事業費の算出方法が変更されましたために増額となっておりま

す。 

また、その２段下ですが、この本庁舎の解体に対しまして、国の社会資本整備総合交付金

の活用が見込めますため、新たに約4,000万円を計上しているところでございまして、その関

係で基金、それに一般単独事業債、一般財源がそれぞれ減額となったところでございます。 

簡単ですけれども、説明については以上でございます。 

よろしくお願いいたします。 

中村直人委員長 

それでは、執行部の説明が終わりましたので何かこの際、確認したいことなどがありまし

たらお願いしたいと思います。 

中川原豊志委員 

まず、設計見直し等をされたというふうなことでございますけれども、その大きなものが

柱や、はり、要はプレキャストから現場打ちに変えましたと。 

以前の委員会でも、プレキャストから現場打ちにしたほうが安くなるんじゃないかっちゅ
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う話もしたことがあって、その折には、そんなに変わりませんというふうな答弁があったよ

うな気がするんですが。 

実際、プレキャストから現場打ちにすることによって、その差額というのは発生したのか

どうか、まず確認をさせてください。 

萩原有高建設部次長兼建設課参事兼総務部次長兼庁舎建設課参事 

今回、プレキャストから、やっぱり鉄筋コンクリート造にすることによって価格が下がっ

ております。 

ただしほかの、今回、見積りをまた再徴収をこちらのほうで行っておりますので、その分

の見積りで上がってる部分ございますので、そういった形で今回内容を修正しているところ

でございます。 

中川原豊志委員 

見積りも下がったというふうなことでございましたんで、逆に下がるようだったら、最初

から早めにやっとったほうが、前回入札辞退というようなことがなかったのかもしれないな

という気がいたしますんで、その辺はちょっと、再度考え直してほしいなと思います。 

それから、金額的には、今までと変わらないというふうなことでございますけれども、今

後のスケジュールの中において、じゃあこれをどういうふうな発注形態、または入札時期等

を考えてらっしゃるのかも、お教え願いたいと思います。 

古澤哲也総務部次長兼庁舎建設課長 

入札の方法とかスケジュールについては、まだ検討を加えている段階でございまして、も

うちょっと検討のほうに時間を頂きたいなというふうに思っております。 

以上でございます。 

中川原豊志委員 

まだまだ検討ということでございますけれども、前回のように１者ＪＶとか、ああいうふ

うなことじゃなくて、やっぱり数者参加できるような方法をいろいろ考えていただきたいな

というふうにお願いをしときます。 

以上です。 

中村直人委員長 

ほかにございませんか。 

尼寺省悟委員 

 入札の日程、スケジュールは決まってないということだったんですけれども。 

前回、入札の辞退というふうになったんやけど、そういうふうにならない限りで、今回ど

ういった――いろいろ検討されたと思うんやけれども、その辺はどんなふうに考えられたん
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か。 

私は、大きく２つぐらいあったと。 

１つは、予定価格ですね。 

業者の方については、資材の高騰とか人件費とか、あるいはコロナ対応とかそういったこ

とで経費が上がったと。 

一方、執行部のほうとしては、いろいろ調査したけど、そんなことはなかったということ

であったんやけれどもね。 

結果的に、予定価格が低過ぎたと。 

その辺を、どんなふうに見られてるんかということと、あと入札をしやすい仕組みっちゅ

うか、その辺についても検討していくというふうなことをずっと言われとったと思うんやけ

れども、その辺についてはどんなふうに考えておられますか。 

萩原有高建設部次長兼建設課参事兼総務部次長兼庁舎建設課参事 

価格についてですが、今回大きな変更をしております、プレキャストから鉄筋コンクリー

ト造。 

そういったことで、一般的な工法にすることで価格についても抑えられて、全体的には取

りやすく、価格的にも取りやすくなるような金額になったのかなというふうには思ってると

ころでございます。 

尼寺省悟委員 

よその事例やけど、アリーナがあったときね、あのときも予定価格が低過ぎるということ

で不調になって、結果的にあそこはかなり、五十何億円とか上げた形でもう一回やり直した

と。 

今回、金額的に変わらんということであったとしても、前回と同じようなふうにはならな

いと、大丈夫だと、そういうふうに考えていいんですかね。大丈夫だと、ならないと。 

萩原有高建設部次長兼建設課参事兼総務部次長兼庁舎建設課参事 

業者のほうが応札できる金額ということで、今回進めてまいりましたので、そういうふう

な考えに立っているところでございます。 

尼寺省悟委員 

そうですか。 

あと、もう一点。 

入札しやすい、その仕組みに変えるということ、それについてはどんなふうにしたわけ、

その辺は。 

古澤哲也総務部次長兼庁舎建設課長 
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仕組みといいますか、在来工法といいますか、そちらのほうに変えたのが一つの方法だろ

うというふうに思っております。 

尼寺省悟委員 

一般質問の中でもいろんな形で出とって、今回はＪＶを組んだ形でその組合せでしたけれ

ども、ある別のところでは、代表者だけ決めて、そこだけ決めて、後、決まった段階で地元

と組んでやっていくと、そういうやり方はどうなのかというような提案もなされたと思うん

やけれども、その辺の、何か検討っちゅうようなものはされたんですかね。 

古澤哲也総務部次長兼庁舎建設課長 

議員から、そういった方式の方法も、確かに議会の中で御紹介をいただいたところです。 

そこら辺を含めて、今、要は検討してるというようなところでございます。 

以上でございます。 

尼寺省悟委員 

だから、今検討してるというところですね。 

いつぐらいまでに、それ決めるんですか。 

古澤哲也総務部次長兼庁舎建設課長 

なかなかいつぐらいまでっていうのが、今ちょっとお答えするのが難しいですけれども、

できる限り早く検討していきたいなというふうに思っております。 

尼寺省悟委員 

この全体のスケジュールを見るとね、そんなに時間はないと思うんですけど。 

いいです。 

中村直人委員長 

ほかにございませんか。 

中川原豊志委員 

すいません、もう一点だけ。 

設計見直しをされた中で、前回の内容では、耐震関係は免震にされとったですかね。 

それで、３階建ての建物でそこまで必要だろうかというふうな意見が出たこともあったと

思うんですが、その辺、今回の見直しはどういうふうにされているのかちょっと確認だけさ

せてください。 

萩原有高建設部次長兼建設課参事兼総務部次長兼庁舎建設課参事 

今回、免震構造はそのままにしております。といいますのが、一つは、免震構造のほうが

耐震に対する性能がいいこと。 

もう一つについては、免震構造を耐震構造にすると大幅な設計の見直しが生じてきます。
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そうすると、柱、はりについては部材の強度を変えてませんので、そのまま生かすことがで

きますけれども、耐震構造にすると、一からの設計の見直しというふうな形になってくると

思います。 

だから、今の設計書がほとんど使えなくなりますので、今回は今の設計書を生かした中で

の見直しというふうな考えで今回やっているところでございます。 

中川原豊志委員 

ある程度、理解はするんですが、万一、設計金額内に収まればいいんですけれども、その

辺がいろいろ問題があって、若干無理があるようだったら耐震に変更してもいいのかなって、

私自身ちょっと思ったもんですから質問させていただいたところでございます。 

以上です。 

中村直人委員長 

ほかには。 

いいですか。 

久保山博幸委員 

今、建築構造関係が変更になったということですけれども、これに伴って電気設備、機械

設備っていうのは、内容的に何か大きく変わったところはあるんでしょうか。 

萩原有高建設部次長兼建設課参事兼総務部次長兼庁舎建設課参事 

今回構造的な、プレキャストから鉄筋コンクリート造には変えておりますけれども、柱の

断面とかはりの断面等は変更しておりませんので、電気設備、機械設備については大きな変

更ございません。 

中村直人委員長 

よろしいですか。 

ほかにありませんか。 

    〔発言する者なし〕 

それじゃあ、以上で終わります。 

 

∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽ 

 

中村直人委員長 

新庁舎については以上で終わりますので、本日の委員会はこれをもって閉会いたします。 

   

  午後１時45分散会  
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 鳥栖市議会委員会条例第 29 条の規定によりここに押印する。 

      

          鳥栖市議会総務文教常任委員長   中  村  直  人  ㊞ 

 

 



 

 

 


